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イ
ザ
ナ
ギ
の
涙

井
戸
が
ご
神
体

畝
尾
都
多
本
神
社
（
橿
原
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
橿
原
市
木
之
本
町
１
１
４

（
祭
神
）
泣
沢
女
神

（
交
通
）
近
鉄
耳
成
駅

徒
歩
約

分
、

Ｊ
Ｒ
香
久
山
駅
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
無

（
電
話
）
０
７
４
４
・

・
０
１
５
５

（
天
香
山
神
社
）

玉
垣
に
囲
ま
れ
た
ご
神
体
の
井
戸
‖
橿
原
市
木
之
本
町
で

畝
尾
都
多
本
神
社
は
藤
原

宮
跡
東
側
の
橿
原
市
木
之
本

町
に
あ
り
ま
す
。
大
和
三
山

の
中
で
最
も
多
く「
万
葉
集
」

に
歌
わ
れ
、
天
降
り
つ
い
た

と
伝
承
さ
れ
て
い
る
天
香
久

山
の
西
麓
に
鎮
座
し
て
い
ま

す
。祭

神
は
泣
沢
女
神
で
、
泣

沢
神
社
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

本
殿
は
な
く
拝
殿
の
奥
に
玉

垣
で
囲
ん
だ
井
戸
が
ご
神
体

と
し
て
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
事
記
に
よ
る
と
、
男
神

イ
ザ
ナ
ギ
と
女
神
イ
ザ
ナ
ミ

の
国
生
み
の
最
後
の
と
き
、

火
神
ヒ
ノ
カ
グ
ツ
チ
を
生
む

際
に
イ
ザ
ナ
ミ
が
大
火
傷
で

死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
妻

を
亡
く
し
た
イ
ザ
ナ
ギ
が
悲

し
み
泣
き
叫
ん
だ
涙
か
ら
生

ま
れ
た
の
が
泣
沢
女
神
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

社
伝
で
は
、
江
戸
時
代
の

国
学
者
、平
田
篤
胤
が「
（
こ

の
神
は
）命
乞
い
の
神
な
り
」

と
、
本
居
宣
長
は
「
雨
に
通

ず
る
水
神
」
と
記
し
、
古
代

か
ら
の
信
仰
を
伝
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
飛
鳥
時
代
、
高
市

皇
子
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に

桧
隈
女
王
が
詠
ん
だ
歌
の

碑
が
境
内
に
あ
り
ま
す
。「
泣

沢
の
神
社
に
神
酒
す
え

祈

れ
ど
も

わ
ご
大
君
は

高

日
し
ら
し
ぬ
（
命
乞
い
の
泣

沢
神
社
に
祈
っ
た
け
れ
ど
高

市
皇
子
は
天
に
行
っ
て
し
ま

わ
れ
た
）
」
と
万
葉
集
で
歌

わ
れ
て
い
ま
す
。

神
話
の
イ
ザ
ナ
ギ
の
泣
き

叫
ぶ
感
情
や
、
桧
隈
女
王
の

嘆
き
な
ど
、
境
内
は
豊
か
な

感
情
や
情
緒
が
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ

エ
の
会
会
員

福
岡
康
浩
）


